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豊かな生活を持続する上でグリーンケミストリーの概念、すなわち「物
質を設計し､ 合成し、応用するときに有害物を使わない／出さない化学」
が不可欠であることは言うまでもない。しかし、その概念を具現化するに
は、物質の製造法に焦点を当てたプロセス化学の実践が重要である。例え
ば、物質合成において「Ａ（１mol）+Ｂ（１mol）→Ｃ（１mol）」のよ
うな反応は限られており、実際の合成では過剰な試薬／副生成物／共生成
物など多種多様な副産物が生成する。特に生理活性分子や機能性物質の合
成において汎用される直線型合成では、大量の副産物を生じ、その廃棄は
常に問題となる。そのため優れた工業的合成法を確立することをゴールと
するプロセス化学が必要であり、基礎研究の段階から取り入れることが21
世紀型のモノづくりにつながる。以上の背景より、私はグリーンケミスト
リーとプロセス化学に基づいた有機化学における反応／合成手法の開発と
応用について研究しており、触媒化学の力によって解決困難な課題を克服
することを目指している。

日本では化成品・石油製品・医薬品・農薬・香料などの化学産業が古くから発展している。しかしながら、日本
の化学産業が生き残りをかけていくためには、クリーンで安全な環境調和型合成プロセスへシフトしていくこと
が強く望まれている。そのため、既存の技術を踏まえた新規な技術／方法論が必要となる。これまで私はグリー�
ンケミストリー、プロセス化学、触媒化学の力を結集することにより、有機化学における反応／合成手法の開発
と応用を研究してきた。本研究成果が化学産業の持続的発展に貢献できることを信じ、今後も研究を続けていき
たい。最後に、私はプロレスとハードロック／ヘビーメタルが好きである。「プロレス」と「プロセス」、「ヘビー�
メタル」と「重金属」は、何となく似ているが全く違うものである。一方、研究テーマの一つである不斉合成は
右手分子と左手分子を作り分ける技術である。違いが判る研究者になりたい（願望）。
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